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各位 

 2014 年 11 月 27 日 

株式会社マネーフォワード 

 

 

 

 

 

お金のプラットフォームを提供する株式会社マネーフォワード（本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO 辻

庸介、以下マネーフォワード）は、独身の男女 2,412 名を対象に、お金に関するアンケート調査を実施しま

した。 

調査の結果、男性は女性よりも再婚や晩婚に対してポジティブであることが判明しました。また、女性は結

婚相手の年収にこだわるという結果となり、平均年収 640 万円を結婚相手に希望することが分かりました。

食事代やデート代は、「男性がおごる」カップルが未だに主流で、男性がパートナーに使えるお金は月に平均

2.4 万円という結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014 年独身男女のお金実態調査】 

男性は再婚・晩婚に対して女性よりも積極的 

女性は 7 割以上が年収にこだわりアリ。求める年収は平均 640 万円！ 
～デート代は「男性がおごる」が未だに多数、パートナーに使えるお金、男性は月平均 2.4 万円～ 

【調査結果トピックス】 

１．男性は再婚に積極的、女性は消極的。女性は歳を重ねると結婚願望が大きく減少。 

男性は結婚歴・年齢に関わらず結婚願望が強く、女性は年齢が上がるほど結婚への意欲が低下するほか、

結婚歴が１度でもあると結婚願望が大きく低下する事が分かりました。 

 

２．「上カレ」が人気、年上男性・年下女性カップルが主流。 

パートナーを得るために「何もしていない」人が多数。 

パートナーの組み合わせは、年上男性と年下女性が多い事が分かりました。また、パートナーを得るた

めにしていることとして、「何もしていない」と回答した人が最も多く、「友人に紹介してもらう」「合

コンに参加する」などを上回る結果となりました。 

 

３．「食事代は男性が支払う」が主流だが、女性は「おごってもらっている」自覚が少ない。 

    パートナーのために使える金額は男性が 2.4 万円で女性の約２倍。 

    男女ともに、約半数以上が「食事代は男性が支払う」と回答しました。また、パートナーのために使え     

    る金額は、女性が月平均 1.3 万円だったのに対して男性が 2.4 万円と倍額近くの結果となりました。 

 

４．パートナーに求める年収、男性の半数以上が「特にこだわりなし」。 

一方、女性の７割以上が相手の年収にこだわり、平均年収 640 万円を希望。 

  パートナーに求める年収は、男性は約６割が「特にこだわりなし」と回答したのに対し、女性の約 7

割が年収にこだわり、さらに平均年収 640 万円をパートナーに望む事がわかりました。 

 

５．貯金額は男性が女性の約 1.5 倍、平均 646 万円お金を貯めている。 

  貯金額は全体では平均 578 万円という結果になりました。また、男女別では、女性平均が 438 万円に   

  対して、男性平均が女性の約 1.5 倍の 646 万円という結果になりました。 
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表 2 

１．男性は再婚に積極的、女性は消極的。女性は歳を重ねると結婚願望が大きく減少。 

 

 

独身男女に結婚願望について質問したところ、「結婚したいと思う」と答えた人の割合は、男女とも年代が上が

るとともに減少し、「結婚したいと思わない」と回答した人が増加する結果となった。 

男性…「結婚したいと思う」人の割合は、30 代以上の各世代で女性を上回っている。 

女性…「結婚したいと思わない」と回答した人が 40 代以上で男性を大幅に上回る結果となり、50 代以  

   上では過半数を占めた。また、30 代でも「結婚したいと思う」人の割合は、男性よりも 10％も下  

   回る結果となり、結婚したくない女性が増えていることがうかがえる。 

同じ質問を「結婚歴」で分析したところ、上記の結果となった。 

男性…「結婚したいと思わない」人の割合は離婚を経験してもさほど増減しない。また、結婚歴が複数回ある

男性の２人に１人は、まだなお結婚したいと思っている。 

女性…１度離婚を経験した女性の結婚願望は、結婚歴なしの人と比べて大きく減少し、「結婚したいと思わない

女性が」14%から 36%と大きく伸びる。 

 

この結果より、男性は何度でも結婚したいが、女性は再婚に対してかなり消極的であることが分かる。女性側

からの熟年離婚が増えていることも原因の一つかもしれない。 

70% 

66% 

51% 

37% 

20% 

13% 

11% 

19% 

29% 

37% 

16% 

22% 

30% 

34% 

42% 

20代 

30代 

40代 

50代 

60歳以上 

結婚したいと思いますか？（年代別） 

（男性） 

思う 思わない どちらでもない 

77% 

56% 

32% 

13% 

7% 

10% 

29% 

57% 

55% 

15% 

34% 

40% 

29% 

45% 

20代 

30代 

40代 

50代 

60歳以上 

（女性） 

思う 思わない どちらでもない 

61% 

43% 

45% 

17% 

20% 

18% 

22% 

37% 

37% 

結婚歴なし 

結婚歴1度あり 

結婚歴複数回あり 

結婚したいと思いますか？(結婚歴別) 

（男性） 
思う 思わない どちらでもない 

61% 

26% 

20% 

14% 

36% 

43% 

26% 

38% 

37% 

結婚歴なし 

結婚歴1度あり 

結婚歴複数回あり 

（女性） 

思う 思わない どちらでもない 

mailto:corp@moneyforward.com


 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社マネーフォワード 広報担当：菅原、太田 Tel：03-6453-9160 E-mail：corp@moneyforward.com 

3 

 

 

 

 

お付き合いしているパートナーはいますか？

 
 

 

パートナーがいない人にお聞きします。パートナーを得るために何をしていますか？ 

（複数回答可、割合の分母はパートナーがいないと回答した人数） 
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２．年上男性・年下女性カップルが主流、パートナーを得るために「何もしていない」人が多数。 

 

お付き合いしているパートナーがいる

かどうか質問したところ、「いる」と回答

した女性は、20 代が 6 割以上であるのに

対し、40 代では 4 割程度と、年代が上が

るとともに減少している。 

 一方男性は、年代にあまり関係なく、全

体的に3～4割程度お付き合いしているパ

ートナーがいると答えている。 

 このことから、若い女性から、年上の彼

いわゆる「上カレ」が人気であることがう

かがえる。 

           男性               女性 

1 位 何もしていない            67％    １位 何もしていない                 70%  

2 位 友人に紹介してもらう       12％     ２位 友人に紹介してもらう           12%  

3 位 合コンに参加           11%     ３位 合コンに参加                   10% 

4 位 SNS を活用            7%       ４位 婚活・お見合いパーティに参加     7% 

5 位 婚活サイトに登録          7%       ４位 SNS を活用                     6% 

6 位 出会い系サイトに登録       6%      ６位 習い事や趣味を始める・街コン参加  5%                  

7 位 街コンに参加           5%          ６位  街コン参加 

 

お付き合いしているパートナーがいない人に、パートナーを得るためにどのようなことをしているか質問

したところ、男女ともに「何もしていない」「友人に紹介してもらう」「合コンに参加」が上位にランクイン

した。今もなお知人づてでのパートナー探しが根強く人気である。 

4 位以下を見てみると、男性は SNS や出会い系サイト、婚活サイトなどのインターネットサービスを利用

してパートナーを探している。一方、女性はパーティや習い事などリアルな場でパートナーを探している。

また、男女とも「街コン」がランクインしていることも特徴的であった。 

 

        女性 

1 位 何もしていない             70%  

2 位 友人に紹介してもらう       12%  

3 位 合コンに参加                 10% 

4 位 婚活・お見合いパーティに参加   7% 

5 位 SNS を活用                   6% 

6 位 習い事や趣味を始める       5%                  

6 位 街コン参加                      5%   
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  男性 女性 

男性が支払う 68% 48% 

割り勘 29% 45% 

その他 2% 7% 
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79 

38 

14 

71 

何となく 

自分の方が稼いでいるから 

自分の方が年上だから 

相手に喜んで欲しいから 

習慣化してしまったから 

相手に良く思われたいから 

おごるのが好きだから 

優越感を感じるから 

相手に要求されたから 

その他 

どうして自分の方が多く払うようにしているのですか？ 

３．「食事代は男性が支払う」が主流だが、女性は「おごってもらっている」自覚が少ない。 

     パートナーのために使える金額は男性が 2.4 万円で女性の約２倍。 

 
食事代の支払いについて質問したところ、男性の 70％近

くが「自分が払っている」と回答し、「割り勘」と回答した

のはおよそ 3 割以下となった。一方、女性側の回答を見ると、

「男性が支払う」と回答した人は約半数程度であり、割り勘

派とさほど変わらない結果となった。 

また、「男性が支払う」と回答した人の割合が男性が女性

よりも 20％高いことから、男性は「自分で払っている」と

思っているが、女性は「割り勘」だと感じている割合が高い

ことも読み取れる。 

デートの時、食事代はどちらが支払いますか？ 

パートナーのための食事代・デート代・プレゼント代等に、毎月いくらまで払えますか？ 

 

男性平均：¥24,113 

女性平均：¥13,778 

多く支払う理由を聞いてみたところ、「何となく」という回答が 1 番多い結果となり、その次に「自分の方が

稼いでいるから」「自分の方が年上だから」と続いた。 

パートナーのために１ヶ月に払える金額を聞いてみた所、男性の方が女性の 2 倍弱の金額を払うことができ

ると回答した。 
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４．パートナーに求める年収、男性の半数以上が「特にこだわりなし」、 

一方、女性の７割以上が相手の年収にこだわり、平均年収 640 万円を希望。 

40％超え 

 

 

9% 16% 

12% 

11% 

17% 

3% 

23% 14% 6% 

57% 

27% 

男性 

女性 

パートナーに求める年収はいくらですか？ 

～300万円未満 300～400万円未満 400～500万円未満 

500～700万円未満 700～1,000万円未満 1,000万円以上 

特にこだわりはない 

パートナーに求める年収は、男女で顕著に異なる結果となった。「特にこだわりはない」と回答した割合は、

男性の半数以上の 57％だったのに対し、女性はわずか 27％にとどまった。また、男性では 500 万円未満と回

答した割合が 36％なのに対し、女性は 29％が 500 万円未満を選択した。さらに、男性で 500 万円以上を選

択した割合が 7％なのに対し、女性は 43％の人が 500 万円以上の年収を希望している。女性がパートナーに

求める年収平均は、640 万円という結果になった。共働き家庭が主流になってきている今日でも、お金がある

男性と付き合いたい女性が多いことが分かる。 

５．男性が女性の約 1.5 倍、平均 646 万円お金を貯めている。 

 

 独身男女に貯金額を聞いたところ、全体では平均 578 万円という結果になった。また、男女別では、

女性平均が 438 万円に対して、男性平均が女性の約 1.5 倍の 646 万円となった。年代別に見ても、どの

年代でも男性の方が女性よりも貯金額が大きく、30 代以降では約 1.2～1.3 倍程の差が生じていることが

分かった。これは、男性の方が収入が多い、または女性の方が消費が多いことが原因であると推測される。 
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20代 30代 40代 50代 60歳以上 

貯金額を教えて下さい。（万円） 

男性 女性 

男性平均：646 万円 

女性平均：438 万円 

全体平均：578 万円 
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■調査概要 

調査期間：2014 年 8 月 28 日(木）～9 月 2 日（火） 

調査対象：マネーフォワードユーザー独身男女 2,412 名 

調査方法：インターネットを利用したアンケート調査 

 

 

◆◇自動家計簿・資産管理サービス『マネーフォワード』の概要◇◆ 

自動家計簿・資産管理サービス「マネーフォワード」は、複数の口座情報を一括管理し、家計簿を自動作成す

る、資産管理・家計簿の新時代 WEB サービスです。一度口座情報を登録すると、あとは自動で複数口座の情

報を取得・分類するので、お金の管理の煩わしさが解消します。ウェブ版に加えて iPhone アプリ、Android

アプリもファイナンス（無料）部門で１位を獲得するなど好評を頂いており、グッドデザイン賞 2014 を受賞

しております。 

 
ＵＲＬ：https://moneyforward.com/ 

開始日：2012 年 12 月 

価 格：初期費用/基本機能 無料 

    プレミアム会員   月額 500 円 

特 徴： ・銀行やカード、Amazon など 1,700 以上の金融機関等から、資産や入出金情報を自動取得  

・お金の流れを簡単に可視化。予算管理や未来予測も 

・PC／スマホ／タブレットから、いつでも利用可能 
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